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前頭洞転移 にて発見 された腎細胞癌の1例
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RENAL CELL CARCINOMA DETECTED BY METASTASIS 

    TO THE FRONTAL  SINUS  : A CASE REPORT
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   A 58-year-old man was admitted with a swelling in the frontal region. Computerized tomography 

scan, magnetic resonance imaging and angiography revealed a tumor in the right frontal sinus. The 

surgically extirpated specimen showed  clear cell carcinoma which was suspected to be a metastasis 

from renal cell carcinoma. Subsequent urologic examination disclosed the right renal tumor. Since 

there were no other systemic metastases, right nephrectomy was performed. Pathologically, the 

renal tumor was clear cell subtype renal cell carcinoma and had the same histology as the frontal sinus 

tumor. 

                                               (Acta Urol. Jpn.  44: 89-92, 1998) 
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緒 言

腎細胞癌は泌尿器科領域では比較的一般的な悪性疾

患であ り,時 に転移先か ら偶然発見 される場合 もあ

る.し かし,鼻 副鼻腔領域への転移で発見されるの

は非常に稀であ り,同 転移部位から発見された例は自

験例 を含め本邦では17例 しか報告 されていない.今

回,わ れわれは前頭洞腫瘍により発見された腎細胞癌

の1例 を経験したので報告する.

症 例

患者:58歳,男 性

主訴:前 頭部腫大

家族歴:特 記すべきことなし

既往歴:胃 潰瘍.痔 核の手術.高 血圧にて降圧剤内

服中.

現病歴:1996年1月 頃より前頭部腫大に気づき当院

耳鼻咽喉科を受診,そ の後精査目的にて名古屋市立大

学同科転院となった.CT,MRI,右 内外頸動脈造影

にて前頭洞腫瘍と診断され(Fig.1),1996年9月,右

前頭洞腫瘍摘出術を施行された.病 理組織学的検査に

てclearcellcarcinomaと 診断 され,原 発巣の診断の

ため腹部CTを 行ったところ,右 腎腫瘍を指摘 され
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Fig. 1. Head enhanced  C1' scan revealed a 

       mass in the right frontal sinus.

た。 当院 耳 鼻咽 喉 科 よ り当科 紹 介 とな り,1996年ll月

入 院 とな った.

入 院 時 現 症:身 長163cm,体 重45kg,血 圧140/

72mmHg,脈 拍72整,体 温36.7℃,腹 部 に明 らか な

腫 瘤 を触 れ ず,表 在 リンパ節 も触 知 しなか った.

入 院時 検 査 成績:血 液 一般 お よび血 液 生 化学 所 見 い

ず れ も異 常 な く,CEAお よ びCAI9-9な どの 腫 瘍

マ ー カ ー もすべ て正 常 範 囲 内 で あ っ た.検 尿 に て も血



90 泌尿紀要44巻1号1998年

尿 お よび膿 尿 を認 め なか った.

画 像 診 断で は,排 泄 性 尿路 造 影 にて,右 腎 孟 の 下方

か らの圧 排 像 が あ り,耳 鼻咽 喉 科 で の超 音 波 断層 法 で

は右 腎 下極 に径 約3cmの 充 実 性 腫瘤,造 影CTで 一

部 濃 染 す るlowdensityな 腫 瘤 を認 め た(Fig.2).選

択 的 右 腎動 脈 造 影 で は42×33mmの 血 管 のpooling
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Fig.2.AbdominalenhancedCTscanre-

vealedahypo-densitymasswithhigh

densityareainthelowerpoleofthe

rightkidney.
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Fig.3.A:Microscopic丘ndingstakenfrom

therightfrontalsinusshowingaclear

cellsubtypecarcinoma(HEstain
,

×40).B:Microscopic且ndingsof

therightrenaltumorshowingaclear

cellcarcinoma(HEstain,× 如).A

andBaresimilarhistologically .

像 を認 め た.ま た胸 部X線 撮 影 にて 肺 転 移 所 見 な く,

他 の 部位 へ の 明 らか な転 移 も認 め な か った.以 上 よ り

右 腎 細 胞 癌,術 前stageT2,NO,Mlの 診 断 の もと

に1996年H月,全 身麻 酔 下 に腹 部 正 中切 開 に て右 腎 摘

除術 を行 った 。

摘 出標 本:重 量 は230gで,腫 瘍 は腎 下 方 内 側 に存

在 し,そ の 大 き さ は33×30×28mm,内 部 は黄 色 調

で比 較 的均 一 な組 織 で あ った.

病 理組 織 学 的 所 見:淡 明 な細 胞 質 に小 型 の核 を持 つ

胞 巣状 に発 育 した 組織 で あ っ た,こ の 像 は 前頭 洞 か ら

の 病 理 組 織 と同 一 の もの で あ った(Fig.3A,B).以

上 よ り,renalcellcarcinoma,alveolartype,clear

cellsubtype,G2,INFα,pT2≦,pM1,pVOと 診

断 した.

術 後経 過:術 後12日 目 よ りIFNα 一2b300万 単 位 を

週6回 継 続 し,2カ 月 目 よ り週3回 投 与 と し経 過 観 察

中で あ る.1997年7月 現 在 再 発 を認 め て い な い.

考 察

鼻 副鼻腔に発生する悪性腫瘍はその多くが原発で

あ り,他 臓器からの転移性癌をみることは稀である.
一方Bernsteinら1)は82例 の転移性鼻 一副鼻腔腫瘍に

ついて報告 しているが,そ れによると約半数の釦例が

腎原発としている.こ のことから鼻 副鼻腔へ転移す

る腎細胞癌は耳鼻咽喉科領域からみても数は少ないも

のの他の転移性癌に比べるとそれほど珍 しいものでは

ない.

腎細胞癌の耳鼻咽喉科領域への転移先については,

里見 ら2)が転移性腎癌62例 を集計 しているが,そ のな

かで5例 の転移を認めており,こ れは頻度としては脳

転移と同程度であるとしている.し か し鼻 一副鼻腔に

かぎっていうとわずか1例 にす ぎず,転 移の割合 も

1%に 満たないものである.

本疾患の本邦報告例はわれわれの検索 しえたかぎり

では,自 験例を含めると28例 あ り,性 別は,男 性25

例,女 性3例 で男性に圧倒的に多 く,年 齢は43歳 から

79歳,平 均60.8歳 であり,そ の転移部位は鼻腔,節 骨

洞がもっとも多い、また臨床症状の多 くが鼻出血で,

本症例のように前頭洞腫大という鼻出血以外で発見さ

れた例は非常に少なく,前 頭洞転移からみつかった腎

細胞癌の報告も自験例で2例 目である.症 状の先行 と

しては,転 移部位が原発症状より先行する場合が17:

llと やや多 く,易 出血性の鼻 副鼻腔腫瘍 をみた場

合,腎 細胞癌の存在の有無 も考慮が必要 と考えられ

る.

治療法に関しては,原 発巣はほとんどすべての症例

で摘除されているカ㍉ 原発巣から先に発見された症例

においては,1989年 の久保3)の報告を最後に転移巣の

外科的治療を行 っていない.こ れは腎細胞癌の転移巣
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症例 結 者 報告年 年齢 性別(主 訴鼻出血の有無) 前頭洞 他部位へ 鼻 ・副鼻腔
転移 の転移 からの発見

転移巣の治療

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

河 合

浅 井

清 水

黒 田

里 見

星 野

中 島

増 野

増 野

増 野

山 本

石 崎

長谷川

松 本

松 本

初 鹿

初 鹿

宮 下

細 田

久 保

吉 村

勝 野

増 野

石 川

小 川

今 田

犬 飼

自験例

1958

1960

1965

1967

1974

1976

1978

1979

1979

1979

1980

1980

1981

1982

1982

1983

1983

1984

1985

1989

1989

1990

1991

1991

1991

1992

1995

1997

68

48

67

55

66

60

51

54

43

63

74

62

64

73

48

49

71

70

63

58

55

62

62

79

54

60

66

58

女

男

男

男

男

男

男

男

男

男

女

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

女

男

男

(+)

(+)

(+)

(+)

(+)

(一)眼 球 突 出

(一)視 力 障害
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(+)

(+)

(+)

(+)

(+)

(+)
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(一)眼 球突 出
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(+)
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(一)

(+)
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(一)

(一)

(一)

(一)
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(一)

(+)*
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(一)

(+)

(一)

(+)
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(一)

(一)

(一)

(+)

(+)

(+)
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(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(+)*

(一)

(一)

(一)
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(一)

(一)

(+)

(+)

(一)

(一)

(+)

(+)

(+〉

(+)

(+)

(一)

(+)

(+)

(+)

(+)

(一)

(一)

(+)

(+)

(一)

(+)

(一)

(一)

(+)

(一)

(+)

(r)

(+)

手術

手術,放 射線

?

施行せず

手術

手術,放 射線

化療

?

手術

放射線

手術

手術,放 射線

?

手術,放 射線

手術,放 射線

手術

化療

手術

手術,放 射線

手術

手術,放 射線

放射線,化 療,IFN

放射線

手術,IFN

化療,IFN

手術,化 療,IFN

化療,IFN

手術,IFN

*肺 転移あ り

治療に対する耳鼻咽喉科領域の認識が高くなってきた

ことをうかがわせる反面,イ ンターフェロン(以 下

IFN)な どの免疫療法の普及が考えられる.そ れとと

もに,転 移のある腎細胞癌の根治的な治療法がいまだ

ないことを物語っている.
一方鼻 ・副鼻腔への転移で発見され,そ れ以外に転

移のない症例は17例中10例 あり,そ のほとんどが原発

巣だけでなく転移巣の手術 をおこなっている。 また

鼻 ・副鼻腔以外にも転移のある症例ではll例中5例 に

肺転移を認め,そ のうち3例 は転移巣から腎細胞癌が

発見 されている症例であった(Table1)2'3'6'22)腎

細胞癌に血行性転移が多いことを考えると肺転移がや

や少ない印象を受ける.こ れは転移経路が肺循環を介

していない可能性を示唆 しているように思われる.事

実Nahumら4)は 鼻 副鼻腔への転移経路について椎

骨静脈叢が関連 していると述べている.つ まりこの静

脈叢には弁が存在 しないために胸腔内圧,腹 圧の増加

に伴い容易に逆行性の血流が生 じ,翼 状静脈叢,海 綿

静脈叢を経由し,そ の結果肺循環を介さずに鼻 副鼻

腔に転移をきたすと説明している.

予 後 につ いて み て み る と長期 生 存 率 は明 らか で な い

が,野 口 ら5)は,転 移 巣 の 手 術 で 完 全 摘 出 が 可 能 で

あ った症 例 の 生 存率 は非 手術 症 例 よ り有意 に高 い と し

てい る.腎 細 胞 癌 の化 学 お よび免 疫 療 法 の治 療 効 果 を

考 え る と,転 移 の あ る腎 細胞 癌 に対 して は完 全 摘 出 が

可 能 な ら積 極 的 な手 術 治 療 が必 要 と思 わ れ る.し か し

複 数 の転 移 が あ った り,performancestatusの 悪 い例

で は外 科 的 治 療 は不 可 能 で あ り,や は りIFN療 法 が

主 流 に な る.だ がIFN単 独 で の 腎 細 胞 癌 転 移 症例 に

対 す る有 効 性 は け っ して 高 い と は い え ず,そ の た め

IFN一 α,γ の 併 用 療 法,IFN一 α に イ ン ター ロ イ キ

ンー2を 用 い た併 用 免 疫 療 法,シ メチ ジ ン の併 用 療 法

な どが試 み られ て は い るが,い まだ十 分 な 治療 効 果 を

あげ て い な いの が現 状 で あ る.

前 述 した よ うに,鼻 副 鼻 腔転 移 を お こす 腎細 胞 癌

は稀 で あ り,転 移 巣 か ら発 見 され た もの は な お 少 な

い.し か し脳 転 移 と比べ て極 端 に 頻度 が 少 な くは な い

との 報告 もあ り2),他 の 部 位 の 転 移 と同様,腎 細 胞 癌

の経 過 を追 う うえ で 十分 に注 意 を要す る と思 わ れ る.

それ と と もに転 移 の あ る腎 細 胞 癌 の今 後 の新 しい 治療
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法 につ いて の成 果 が 待 た れ る.

結 語

泌尿紀要44巻1号1998年

鼻 ・副鼻腔領域に転移をきたした腎細胞癌の1例 を

報告 した.こ れは本邦報告例では28例 目とおもわれ,

その中でも前頭洞転移から発見された腎細胞癌は本邦

では2例 目の報告である.

本論文の要旨は,第195回 日本泌尿器科学会東海地方 会に

て発表 した.
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